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「平成２８年度上半期（４月～９月） 消費生活相談の概要」
岡山市消費生活センター

【相談の概要】 

（１）－１ 相談件数の推移

（１） 相談件数は１，９４０件で、前年度同期（２，０３２件）から９2件減少。 

    契約者年代別相談件数では、若年層（２０歳代まで）の相談が減少し、中間

層（30歳～64歳）、高齢者層（65歳以上）の相談も微減。依然として、高

齢者層の相談の全体の相談に占める割合は約４割。 

（２） 相談件数は微減だが、トラブルになった金額、一人当たりの平均金額は前年

度同期に比べ微増。しかしながら、依然として相談件数の約４割を占める高

齢者層では、トラブルになった金額及び一人当たりの平均金額が、前年度同

期から半減。 

（３） 相談内容は、アダルトサイトによるワンクリック請求・出会い系サイト関連

のトラブル等に関する相談が依然多く最多。 

また、市役所職員等を名乗って医療費の還付金があると電話がかかり、ＡＴ

Ｍに誘導されるトラブルに関する相談が引き続き増加傾向。 

（４） 販売購入形態では、相談件数自体は少ないものの、一般家庭を訪問して不要

品を買い取る「訪問購入」が、前年度同時期の９件から２６件と約３倍にな

っているので要注意。 
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（１）－２ 契約者年代別相談件数 

       年度 

年齢 

2８ 

４月～９月

（件） 

2７ 

４月～９月 

（件） 

増減数

（件）

全体比 

（％） 

前年度比 

（％） 

若年層（～２9歳） １４１ １５６ △１５ 7.３% 9０.４% 

中間層（３０～６４歳） ８１６ ８５５ △３９ ４２.１% ９５.４% 

高齢者層（６5歳～） ７４９ ７８５ △３６ 3８.６% ９５.４% 

不明 ２３４ ２３６ △２ １２.１% ９９.２% 

計 １，９４０ ２，０３２ △９２ １００.０% ９５.５% 

（特徴）

・若年層の相談が減少。 

・高齢者層の相談が全体の約４割を占め、平成２５年度から高止まり。 

（２）主な相談内容 

商品・役務別相談状況（平成２８年度上位１０位） 

       年度 

区分 

2８ 

４月～９月

（件） 

2７ 

４月～９月

（件） 

増減数

（件）

全体比 

 （％） 

前年度比 

 （％） 

放送・コンテンツ等 

（アダルト・出会い系サイト等）
３０９ ３７８ △６９ 1５.９% ８１.７%

相談その他 

（不審な電話等）
１５２ ２２３ △７１ ７.８% ６８.２%

他の保健・福祉 

（還付金詐欺等） 
１１６ ６８ ４８ ６.０% １７０.６%

商品一般 

（商品特定不可の架空請求等）
１０３ ７６ ２７ ５.３% 1３５.５%

インターネット通信サービス ９５ １０５ △１０ ４.９% ９０.５%

レンタル・リース・賃借 ９４ １１８ △２４ ４.８% ７９.７%

健康食品 ６１ ７４ △１３ ３.１% ８２.４%

融資サービス ５５ ７９ △２４ ２.８% ６９.６%

役務その他 

（結婚相手紹介サービス等） 
５３ ８３ △３０ ２.７% ６３.９%

工事・建築・加工 ５２ ４１ １１ ２.７% １２６.８%

その他 ８５０ ７８７ ６３ ４３.８% １０８.０%

計 １，９４０ ２，０３２ △９２ １００.０% 9５.５%
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  ①放送・コンテンツ関係 ３０９件 （前年度３７８件） △６９件 

 →アダルトサイト、出会い系サイトの高額な料金請求に関するトラブルなど

  ②相談その他 １５２件（前年度２２３件） △７１件      

 →売買契約に付随しない不審な電話に関する相談 

〈事例１〉 

公的機関を騙り、「あなたの個人情報が漏れている。削除するには別の人にお願い

しないといけない。東北でボランティアをしている人がいるので電話させる。」とい

う電話がかかってきた。今は電話を待っているが、何かおかしいと思い相談した。 

                            （８0歳代 女性） 

〈事例２〉 

先日マイナンバーカードができたので役所へ受け取りに行った。その後、携帯電話

に、「マイナンバー情報登録完了」という内容のメールが届いた。具体的な内容を確

認するには、メール本文に記載されていたアドレスをクリックするようになっていた。

どういうことだろうか。 

                             （３0歳代 女性）

  ③他の保健・福祉 １１６件（前年度６８件） ＋４８件     

 →市役所職員等を名乗って医療費の還付金があると電話がかかり、ＡＴＭに誘導される

トラブル等 

〈事例１〉 

スマホで数回クリックしたらアダルトサイトに登録され、同時にカシャッと音がし

て高額な料金請求画面が出た。慌てて業者に電話したら、「使ったのだからお金を払

え。払わなければ裁判にする。」と言われた。どうすればよいか。        

                              （４0歳代 男性）

〈事例２〉 

SNSで知り合った相手に別のサイトでのやりとりを勧められた。有料のサイトであ

ったが、相手が後で費用を負担すると言ったので、クレジットカードで決済した。サ

イトから運転免許証を画像で送るよう指示され送ったが、悪用されないか心配。  

                             （３0歳代 女性）

〈事例１〉 

市の職員を騙る電話があり、「医療費の還付金があるので、手続きのために通帳の

残高の数字を左から言って。」と言われた。通帳の残高を言うと、「明日銀行から電

話をさせる。」と言われた。後で考えると詐欺ではないかと思う。        

                              （７0歳代 女性）

〈事例2〉 

公的機関から医療費の還付金があると言われ、携帯電話や銀行のカードを持ち指定

されたコンビニに行った。そこで、相手の指示通りにATMの操作をしてしまい、相

手に４９万円を振り込んでしまった。既に警察には申し出ているが、情報提供する。

                               （不明 女性）
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（３）契約購入金額 

（特徴）

・トラブルになった合計・平均金額は前年度同期から微増も、高齢者層については半

減。 

・当該年度の全体比についても、高齢者層の占める割合が軒並み大きく減少。 

契約購入金額合計 平均契約購入金額
契約購入金額が 

1千万円以上の件数

平成２８年度 

４月～９月 

（全体） 

 ４億６，６１１万円 ８８万円 ９件 

平成２８年度 

４月～９月 

（高齢者層） 

 ９，４７２万円 ５６万円 ３件 

平成２８年度 

４月～９月 

（高齢者層の割合）

２０.３％ ― ３３.３％ 

平成２７年度 

４月～９月 

（全体） 

４億３,０８７万円 ８３万円 １３件 

平成２７年度 

４月～９月 

（高齢者層） 

１億９,９０６万円 １１６万円 ８件 

平成２７年度 

４月～９月 

（高齢者層の割合）

４６.２％ ― ６１.５％ 

平成２７年度比 

４月～９月 

（全体） 

１０８.２％ １０６.０％ ６９.２％ 

平成２７年度比 

４月～９月 

（高齢者層） 

４７.６％ ４８.３％ ３７.５％ 


